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今回開発された光トランシーバは、チャネル当たり10Gbit/s を 16チャネル装備したドライバ ICと


























たり 10Gbit/s を 16 チャネル装備して 160Gbit/s の
伝送速度を実現した。この伝送速度の向上は、従
来高画質の長編映画のデータ伝送に 30分以上要し
ていたものが、１秒程度に短縮されることに相当
する。送信用として面発光レーザ（VCSEL）を駆
動するドライバ ICと、受信用として受光素子か
ら得られた信号を増幅するレシーバ ICを、CMOS
技術によりワンチップに集積した。使用している
CMOS技術は標準的なもので、大量生産で低コス
ト化が可能である。これらのシリコンからなるド
ライバ ICおよびレシーバ ICと、リン化インジウ
ム（InP）、砒化ガリウム（GaAs）のような化合物
半導体材料から成る光学部品とを組み合わせて、
3.25mm× 5.25mmのサイズに集積した。
　各部品を縮小かつ集積し、１つのパッケージと
して小型化することにより、低コストで大量生産
の製造技術を用いることができる。さらなる小型
化は、通信チャネル数の増加とチャネル当たりの
高速化に寄与するものと期待される。今後さらに
ポリマー光導波路を高密度に実装した光プリント
基板を導入することで、低コストの光学製品も製
作できるとされている。
　米 IBM社以外にも、米インテル社等から将来的
に懸念されるコンピューティングのデータ伝送ボ
トルネックに備えて、光インターコネクションに
係わる要素技術の研究開発成果が相次いで発表さ
れている。
資料： 米 IBM社プレスリリース
 http://domino.research.ibm.com/comm/pr.nsf/pages/news.20070326_opticaltransceiver.html
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